
第
六
条
第
一
項
第
八
号

ト
^

当
該
相
続
の
開
始
の
直
前
に

お
い
て
当
該
中
小
企
業
者
の

役
員
で
あ
っ
た
こ
と
（
当
該

代
表
者
の
被
相
続
人
が
六
十

歳
未
満
で
死
亡
し
た
場
合
を

除
く
。）。

当
該
代
表
者
の
被
相
続
人
か
ら
の
贈
与
の
日
ま
で

引
き
続
き
三
年
以
上
に
わ
た
り
当
該
中
小
企
業
者

の
役
員
で
あ
っ
た
こ
と
。

平成™œ年�月˜日 月曜日 (号外第˜›˜号)官 報

（
始
動
、
再
始
動
及
び
停
止
に
よ
る
危
害
の
防
止
）

第
十
五
条

電
気
用
品
は
、
不
意
な
始
動
に
よ
っ
て
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が

な
い
も
の
と
す
る
。

２

電
気
用
品
は
、
動
作
が
中
断
し
、
又
は
停
止
し
た
と
き
は
、
再
始
動
に
よ
っ
て
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物

件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
す
る
。

３

電
気
用
品
は
、
不
意
な
動
作
の
停
止
に
よ
っ
て
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が

な
い
も
の
と
す
る
。

（
保
護
協
調
及
び
組
合
せ
）

第
十
六
条

電
気
用
品
は
、
当
該
電
気
用
品
を
接
続
す
る
配
電
系
統
や
組
み
合
わ
せ
る
他
の
電
気
用
品
を
考
慮
し
、
異

常
な
電
流
に
対
す
る
安
全
装
置
が
確
実
に
作
動
す
る
よ
う
安
全
装
置
の
作
動
特
性
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
安
全
装

置
が
作
動
す
る
ま
で
の
間
、
回
路
が
異
常
な
電
流
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
妨
害
に
対
す
る
耐
性
）

第
十
七
条

電
気
用
品
は
、
電
気
的
、
磁
気
的
又
は
電
磁
的
妨
害
に
よ
り
、
安
全
機
能
に
障
害
が
生
じ
る
こ
と
を
防
止

す
る
構
造
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

雑
音
の
強
さ

第
十
八
条

電
気
用
品
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
、
放
送
受
信
及
び
電
気
通
信
の
機
能
に
障
害
を
及
ぼ
す
雑
音

を
発
生
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
す
る
。

第
五
章

表
示
等

（
一
般
）

第
十
九
条

電
気
用
品
は
、
安
全
上
必
要
な
情
報
及
び
使
用
上
の
注
意
（
家
庭
用
品
品
質
表
示
法
（
昭
和
三
十
七
年
法

律
第
百
四
号
）
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）を
、見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
方
法
で
表
示
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
長
期
使
用
製
品
安
全
表
示
制
度
に
よ
る
表
示
）

第
二
十
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
製
品
の
表
示
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

扇
風
機
及
び
換
気
扇
（
産
業
用
の
も
の
又
は
電
気
乾
燥
機
（
電
熱
装
置
を
有
す
る
浴
室
用
の
も
の
に
限
り
、
毛

髪
乾
燥
機
を
除
く
。）の
機
能
を
兼
ね
る
換
気
扇
を
除
く
。）
機
器
本
体
の
見
や
す
い
箇
所
に
、明
瞭
に
判
読
で
き
、

か
つ
、
容
易
に
消
え
な
い
方
法
で
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
す
る
こ
と
。

（
イ
）

製
造
年

（
ロ
）

設
計
上
の
標
準
使
用
期
間
（
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
三
十

二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
設
計
標
準
使
用
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

（
ハ
）

設
計
上
の
標
準
使
用
期
間
を
超
え
て
使
用
す
る
と
、
経
年
劣
化
に
よ
る
発
火
、
け
が
等
の
事
故
に
至
る

お
そ
れ
が
あ
る
旨

二

電
気
冷
房
機
（
産
業
用
の
も
の
を
除
く
。）
機
器
本
体
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
明
瞭
に
判
読
で
き
、
か
つ
、
容

易
に
消
え
な
い
方
法
で
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
す
る
こ
と
。

（
イ
）

製
造
年

（
ロ
）

設
計
上
の
標
準
使
用
期
間

（
ハ
）

設
計
上
の
標
準
使
用
期
間
を
超
え
て
使
用
す
る
と
、
経
年
劣
化
に
よ
る
発
火
、
け
が
等
の
事
故
に
至
る

お
そ
れ
が
あ
る
旨

三

電
気
洗
濯
機
（
産
業
用
の
も
の
及
び
乾
燥
装
置
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。）及
び
電
気
脱
水
機
（
電
気
洗
濯
機
と

一
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
産
業
用
の
も
の
を
除
く
。）
機
器
本
体
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
明
瞭
に
判
読

で
き
、
か
つ
、
容
易
に
消
え
な
い
方
法
で
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
す
る
こ
と
。

（
イ
）

製
造
年

（
ロ
）

設
計
上
の
標
準
使
用
期
間

（
ハ
）

設
計
上
の
標
準
使
用
期
間
を
超
え
て
使
用
す
る
と
、
経
年
劣
化
に
よ
る
発
火
、
け
が
等
の
事
故
に
至
る

お
そ
れ
が
あ
る
旨

四

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
も
の
に
限
り
、
産
業
用
の
も
の
を
除
く
。）
機
器
本
体
の
見
や
す
い

箇
所
に
、
明
瞭
に
判
読
で
き
、
か
つ
、
容
易
に
消
え
な
い
方
法
で
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
す
る
こ
と
。

（
イ
）

製
造
年

（
ロ
）

設
計
上
の
標
準
使
用
期
間

（
ハ
）

設
計
上
の
標
準
使
用
期
間
を
超
え
て
使
用
す
る
と
、
経
年
劣
化
に
よ
る
発
火
、
け
が
等
の
事
故
に
至
る

お
そ
れ
が
あ
る
旨

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
製
造
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
た
電
気
用
品
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
六
条
第
三
項
の
表
第
六
条
第
一
項
第
八
号
ト
`
の
項
を
削
る
。

第
九
条
第
二
項
第
三
号
中
「
贈
与
報
告
基
準
日
（
第
十
二
条
第
一
項
の
贈
与
報
告
基
準
日
を
い
う
。）又
は
臨
時
贈

与
報
告
基
準
日
（
同
条
第
十
一
項
の
臨
時
贈
与
報
告
基
準
日
を
い
う
。）に
お
い
て
、
当
該
特
別
贈
与
認
定
中
小
企
業

者
の
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
」
を
「
贈
与
雇
用
判
定
期
間
（
当
該
特
別
贈
与
認
定
中
小
企
業
者
の
経
営
承
継

受
贈
者
の
贈
与
税
申
告
期
限
の
翌
日
か
ら
当
該
認
定
の
有
効
期
限
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。）の
末
日
又
は
臨
時
贈
与
雇
用
判
定
期
間
（
当
該
特
別
贈
与
認
定
中
小
企
業
者
の
経
営
承
継
受
贈
者
の
贈
与
税
申

告
期
限
の
翌
日
か
ら
当
該
認
定
の
有
効
期
限
ま
で
の
期
間
内
に
当
該
特
別
贈
与
認
定
中
小
企
業
者
の
経
営
承
継
受
贈

者
又
は
経
営
承
継
贈
与
者
の
相
続
が
開
始
し
た
場
合
（
経
営
承
継
贈
与
者
の
相
続
が
開
始
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
相
続
の
開
始
の
日
の
翌
日
か
ら
八
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
を
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
し
、
か
つ
、
同
条
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
場
合
を
除
く
。）に
お
け
る
当
該
贈
与
税
申
告
期
限
の
翌

〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
五
号

中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
十
二
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
経
済
産
業
省
令
第

二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
七
号
ニ
中
「
総
収
入
金
額
」
の
下
に「（
会
社
計
算
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
十
三
号
）

第
八
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
営
業
外
収
益
及
び
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
特
別
利
益
を
除
く
。以
下
同
じ
。）」

を
加
え
、
同
号
ト
\
中
「
以
下
」
の
下
に
「
c
を
除
き
」
を
加
え
、
同
号
ト
]
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

]

削
除

第
六
条
第
一
項
第
七
号
ト
c
中
「
役
員
」
を
「
代
表
者
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
ト
]
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

]

削
除

第
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
従
業
員
」
の
下
に「（
経
営
承
継
受
贈
者
又
は
経
営
承
継
相
続
人
及
び
こ
れ
ら
の
者
と

生
計
を
一
に
す
る
親
族
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
親
族
外
従
業
員
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号

中
「
前
号
の
常
時
使
用
す
る
従
業
員
」
を
「
親
族
外
従
業
員
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中「
貸
付
け
」の
下
に「（
経

営
承
継
受
贈
者
又
は
経
営
承
継
相
続
人
に
対
す
る
も
の
及
び
経
営
承
継
受
贈
者
又
は
経
営
承
継
相
続
人
の
同
族
関
係

者
に
対
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
の
表
第
六
条
第
一
項
第
八
号
イ
、
ロ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
\
、
]

及
び
_
か
ら
a
ま
で
、
チ
並
び
に
リ
の
項
中
「
]
及
び
_
か
ら
a
ま
で
」
を
「
_
及
び
a
」
に
改
め
、
同
表
第
六
条

第
一
項
第
八
号
ト
^
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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